
融雪による登川支川姥沢川での濁水発生を踏まえ、

土砂災害の恐れがないか、現地調査を実施しました。

５月９日（土）早朝、新潟県南魚沼市を流れる魚野川右支川登川の支流姥沢川において、濁

水が発生しているとの情報提供を受け、原因を特定するため９日から１０日にかけて現地調査

を実施しました。

土砂崩落箇所を発見しましたが、水は通常通り流れており、河道閉塞は発生していないこと

を確認しました。この崩落箇所は、平成２３年の新潟福島豪雨でも土砂崩落が発生している箇

所で、融雪に伴い小崩落が発生したものと推測されます。

今回の崩落による土砂災害の発生の危険は小さいと考えられますが、崩落した土砂の影響で

川の濁りはしばらく続くものと思われます。

なお、今回の調査は、関係機関や地元の皆様から情報提供をして頂きました。ありがとうご

ざいました。

河川の濁り状況（姥沢川合流地点）

平成２７年 ５月 １１日

姥沢川第２号砂防堰堤の状況
姥沢川流域（中流部）

登川

姥沢川流域（上流部）の崩落状況

調査のためヘリに乗り込む職員！！

今回の土砂
発生源


